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敬老大会の対象となる皆様へ ～お祝いのことば～

社会福祉法人弘前市社会福祉協議会 会長 山形　 正臣

今年 ３月に新しく弘前市社会福祉協議会の会長に就任いたし

ました山形正臣(まさとみ)と申します。よろしくお願いいたします。

さて、毎年９月１５日は｢ 老人の日｣ 、そして今年は９月２１日が

｢敬老の日｣となっています。当協議会でも毎年この時期、各地区

や各町会において敬老大会を開催していただいております。今年

も令和２年度中に７６歳になる皆様を対象に実施する予定でし　F.

たが、新型コロナウイルス感染症拡大防止と対象者及びご協力者の皆様の安全・安心

を考慮し、今年度は中止といたしました。楽しみにしていた方も多いかと思いますが、

特別な事情をご理解いただければと思います。

そこで、今年はこの広報紙を通じて皆様にお祝いのことばを申し上げさせていただ

きます。敬老大会対象の皆様、誠におめでとうございます。心よりお喜び申し上げます。

昭和から平成、そして令和と続いた時代の中、長い人生を歩んでこられた皆様お一人

お一人には、ご家族の幸せに尽くしてきたばかりでなく、現在の日本の基礎を築き上

げ、私たちの住むこの地域を作り上げていただきました。改めてそのご尽力に深く敬意

を表すとともに、感謝申し上げる次第です。

人口減少が続き、様々な課題を多く抱えるこれからの地域社会には、皆様の経験や

知識が貴重で必要なものとなります。今後ともますますお元気で、地域及び住民にお

力添えを賜りますようお願い申し上げます。

弘前市社会福祉協議会といたしましても、高齢者をはじめすべての住民が共に生

き、共に理解し、より豊かに生活できる福祉のまちづくりの実現を目指し、地域のご協

力をいただきながら努力してまいります。
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な 心
ＳJｇ

結びに、例年敬老大会開催のためご協力いただいている地区社

会福祉協議会をはじめ、町会関係者、民生委員児童委員、そして

地域の皆様に心より感謝申し上げますとともに、来年は対象者皆

様がお元気で敬老大会にご参加いただけることを願い、お祝いの

ことばといたします。
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２。ボランティア活動の振興

(1)弘前巾ボランティアセンターの運営

・ボランティア活動に関する相談受付等、福祉協

力校(10 校) の指定、善意物111111の寄託と払い出

し、ボランティア活動保険加入受付(500 名)、

フードバンク事業、ほか

(2)研修、広報、及び啓発

・さくらまつりll{いす応援隊の実施(17 日間、ボ

ランティア95yl 、11{いす介助60 件、貸出1,242

件}、バリアフリーねぷたの実施(障がい児者10

名、ボランティア等18 名参加)、ボランティア講

座の突施(60 名)、ほか

３．社会福祉活動の啓発、普及、連絡

(1)弘|苅巾社会福祉大会の|川催(600 名参力||)

(2)広報紙｢福祉だより｣の発行(年2川)

(3)ホームページでの情報捉供

(4)弘前市総合福祉作品展の開催

(2 口間、19施設団体参加、500名来場)

４．身体障害者福祉センターの受託運営

(10 月からセンター機能及び職員を岩木保健福祉

センターへ移し事業継続)

５．福祉人材バンク(弘前福祉人材無料職業紹介所)

事業の推進

６．福祉サービス第三者評価事業の推進

７．介護予防・日常生活支援総合事業の推進

田生活支援コーディネーターの配置

(2)生活支援・介護 芦防サービス充実のための事業等

(3)協議体(弘前巾生活支援協議会)との連携

８．屋内ゲートボール場｢すぱ一く弘前｣の事業推進

(開館360 日、利川342 日、利用者9,760 名)

９．法人の適正運営

(1)会務迎営

理事会(6 回開催、書而決議含)、評議員会(3 回開

催)、監介会(31口|開催)、部会の開催(2 回開催)、関

係行政機関、団体、施設等との連携

(2)地域福祉活動計両の見直し・修ぶ

(3)弘前市社会福祉センター及び身体障害者体育館の

管理運営、岩木保健福祉センターの施設管理業務

(4)共同募金運動・赤|･ 字社員増強運動への協力

ほか

(　) 内は元年度実績
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１。地域福祉活動及び在宅福祉活動の推進

(1)地区社会福祉協議会会長会議の開催

(年4 回開催)

(2)地区社会福祉協議会との協働

①共通事業の推進

・ほのぼの交流事業

(対象者730 名、協力貝558 名)

・緊急通報装置｢福祉安心電話｣サービス事業

(年度末台数175 台、各種通報141 件)

・ひとり暮らし高齢者給食サービス事業

(実施10 地区、のべ141 回実施、のべ2,493 名参

加、健康相談6 地区実施)

・除雪支援事業

(対象90 けt 帯、ボランティア1,177 名、のべ実施

回数5,6891リ|、のべ作業人数7,678 名)

・住民柵祉座談会(5 地区開催、計121 名参加)

・敬老人会|川催事業　 ※対象及び助成基準変 史

(対象者２７,３１９名、出席者５,６４０名、関係 者

2,477 名)

・地域ふれあい交流会開催事業

(実施18 地区、のべ2,331 名参加)

②社会柵祉協議会研修会の開催(78 名参加)

(3)愛の広場レクリエーションの集いの開催

(523 名参加)

(4)ふれあい相談所の開設(年間机 談342 件)

(5)健康・生きがいづくり推進事業の実施

(軽スポーツ親善人会3 種目337 名参加、3月F 定

ゲートボール中IIこ、研修5 種｢1343 名｣

(6)日常生活自 在支援'｣r業の推進(契約44 件)

(7)成年後見制度法人後見の推進

(元年度より受任開始、受任件数8 件)

(8)たすけあい小1｣資金の貸付

(9)学習支援事業の実施

(431日|実施、のべ109 名利川、3月中11こ)

(圈外出支援サービス事業

(岩木地区のべ1,502 名利川)

(11)ひろさき生活・仕事応援センターとの連携

(支援調整会議、生活福祉資金、ほか)
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令 和 元年 度資 金 収 支 計 算 書（自:平成31年４月1日　至:令和2年3月31日）

令 和 ２年 度資 金 収 支 予 算 書（自:令和2年４月1日　　至:令和3年3月31日）

３

即 位：円）

項　　　　　 日 ２年皮f 筧 几年皮決算 川　　　　　 目 ２年皮F 算 几年度決算

支

出

人件費支出

‘μ災費支出

丿務此支山

貸付丿業支出

銭同募金配分金よ業費

分批金支出

助成企支出

囚定資産収得支出

砧立資産支出

その他の活動の支出I

131,770,000

49,766,000

11,032,000

570,000

1,371,000

30,000

32,184,000

420,000

1,124,000

1,601,000

140,099,916

44,903.313

10.099.537

235,000

1,347,500

30,000

31,611,970

0

1,156,820

2,024,040

収

人

会費収人

寄附金収人

経常経費補助金収人

受,托金収人

貸付よ業収人

'肛業収人

受収利息配肖金収人

その他の収人

川定資産売却収人

基金積･y資産取崩収人

その他の活動の収人

15,491,000

2,560,000

135,809.000

53,855,000

630,000

4,864.000

184,000

757,000

0

15,000,000

0

15,457,159

3.189.898

136,481,256

53,550,788

185,000

2.341,730

173,395

1,650,681

295,630

20,000,000

18､000

支 出 計 （1〕 229,868,000 ２３１,５０８､０９６ 収 人 ，|べ2 ） 229,150,000 233,343,537

Ｆ 術 費　③

肖閲収支差額Q4)＝(2)－(1卜･､匈

｀11!りJ木資金残 ⑥こ④十⑤

8,132,000

△8,850,000

7,419,000

0

I,835,441

14,588,641

前期末資金残 （5･ 16,269､000 12,753,200

含　計 ①十③十⑥ 245,419,000 246,096,737 介　計　②十⑤ 245,419,000 246,096,737

※　令和２年度事業計画、令和元年度年度事業実絨報告、決算書は本会ホームページにも掲叔されています。

ホームページアドレス　　httｐ://ｗｗｗ．hirｏｓａｋｉ-ｓhakｙ０．jp/
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前任者の辞任等に伴い、新たに理事及び評議員に選任

された方々を紹介します。

〔　〕内は選出区分、（　 ）内は所属団体及び役職を記･阪

しています。

◆新J111事2ｙ1　6月24 日付選任

〔地区社会福祉協議会〕

・佐々木　 健 （城西地区社会福祉協議会会長）

・木村　 清栄 （岩木地区社会福祉協議会会長）

◆新評議員6 名　7 月13 日付選任

〔地区社会福祉協議会及び地区民生委員児帛l委員協議会〕

・米印　 忠良 （洲卯也区民生委員ﾘ1ﾘi?委員協議会会長）

・木村　　 ａ （一人地区社会福祉協議会会長）

・神　　 昭ﾘj （高杉地区社会福祉協議会会艮）

・前田　 武利 （船沢地区民生委員児童委員協議会副会長）

〔社会福祉に関係ある弘前市の団体〕

・金了　泰雅 （弘前市保育研究会理事）

〔学識経験者及び社会奉仕者〕

・高橋　和幸 （弘前学院大学社会福祉学部教授）

任期はJlll事、評議員とも令和3 年6 月開催定時評議員会

終結時まで（前任者の残任期間）

敬称は省略させていただきました。

遍 ｉ 掻 扇1 画 鎔 面 罰 価 路
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弘前市社会福祉協議会では、市内26 の地区社会福祉協

議会と辿携・協働し、地域福祉活動の推進に収り組んでい

ます。

今年度の各地区社会福祉協議会会長は次の皆さんと

なっています。

〔朝　 陽 〕 櫛 引　　占 男 〔一　 人〕　木 村　　　 豊

しl　 人〕 秋 元　 昭 男 〔三　 人〕 藤 本　 ｒ 康

〔和徳 南〕 伊 藤　　　 薫 〔時　 敏〕　ll 藤　 信 行

〔　 北　 〕 一 戸　 茂 人 〔城　|嘲　 佐 々 木　 健

〔　 西　 〕 清 藤 範1･ 郎 〔桔梗野〕　月 永　　　 寛

〔文　 京〕 工 藤　 浩 一 〔和徳北〕　舘［11　 康 雄

〔清　 水〕 近 洋　 玄 一 〔豊　 田〕 阿 保　 敏 秋

〔堀　 越 〕 葛 西　 光 治 〔千　 年〕 相 馬　 満 敏

〔藤　 代〕 對 馬　 通 好 〔東口屋〕 佐 藤　　　 豊

〔船　 沢〕 蒔･Ｍ　 淳 治 〔高　 杉〕 神　　 昭 男

〔裾　 野 〕 藤 田　　光 弘 〔新　 和〕　増［|］　 松 雄

〔石　 川〕 成 田　 元 呑 〔　 束　 〕 船 水　 弘 行

〔岩　 木〕 木 村　 清 栄 〔相　 馬〕 大 滓　 昭 夫

令和2 年8 月１日現在、〔　　〕内は地区名、敬称は省略さ

せていただきました。
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川常生活ll の心配ごとや悩みごとの相談を受ける

｢ふれあい相談所｣を開設しています。

〔生活一般相談〕

川～金曜川、午前9時30 分～午後3 時30 分

?a話での相1淡もlll能です。(ﾄﾞ記凭j:話番号)

〔専門相談(3 種類)〕

工法律相談(弁護IJ) 、②税務相談( 税jFII川.j)、③年金

等机 淡(社会保険労務IJ、労働関係の凱 淡も111能です)

各毎川1 回実施していますｏ(日時はお問い介わせド

さい) また、専門相､淡(3 種類) は事前p 約が必要です。

(予約時にお名|胤 連絡先、机 淡概要等をお聞きします)

◆お問い合わせ先(明II附1,淡の･jf前F 約 含む)

｢ふれあい相､淡所JTEL.33 －2220

今年度の弘前巾社会福祉人会は新型コロナウイル

ス感染症への対応により、参加人数の制限や時間短縮

のために内容の見直しをしています。

川程や場所は次のとおりですが、今後詳細が決まり

次第、関係者・団体への案内、または｢広報ひろさき｣等

でお知らせいたします。

)･･-と　き　 令和２年HJj27 日( 金) 午後

時間は調整中です。

)・･ところ　 弘|鴇巾民会館人ホール

)・･内　 容　 永年社会福祉に貢献されてきた方々の衣

彰や寄付者への感謝状贈'a 等を行う式 典

を実施するF 定です。(その他の内容につ

いては検討中です)

会場駐II{場に|覗りがありますので、自家川11{での来

場はご遠慮いただくようお願いします。

◆お問い合わせ先　地域福祉課　TEL.33 －1161

ふれあ,哨膏爾喪轜スポ１ツ揮驀葡き
｢赤い羽根共同募金運動｣が、今年も10 川Ｈ｣ から

令国一斉にスタートします。

昨年度は弘前巾令休で15,101,891 円のご協力を

いただきました。ありがとうございました。

杵さんからの寄付金は、県内各地域で行われる福

祉活動や施､没の整備等のほか、一部は｢災害等準備

金｣として積み､yてられ、災害時に被災地の災害ボ

ランティア活動支援等に使われています。

また、今年も弘前巾の

マスコットキャラクター

｢ たか丸くん｣ と赤い羽

根がコラボしたピンバッ

ジが、新デザインでび場

します。(町真)

こ ちらぱ μ務同窓【１　　今年の｢たか丸｣くんバッジ

で500 円以ll 募金にご協力いただいた方に １個お

渡しします。バッジがなくなり次第終 ダとします。

※お渡しの開始時間等については霜:話でご確認ド

さい。(TEL.33 －1161)

今年も皆さんのご珂1解と温かいご協力をお願い

いたします。

この広報紙は、共Iljj募金の配分金で作られています。

巾内71ﾐ住の60 歳以L の方を対象にした、軽スポー

ツ親;ll人会を ﾄ 記゙の日程で計画しています。

今年度は新'S11コロナウイルス感染症への対応によ

り、参力11定員の変史や状況により中止の場合もありま

すのでごf 承願います。

１．ラージボール親善大会

〔jり川 〕令和2 年12 川５日(ll)

〔場所〕弘前B＆G海洋センター体介館

2. グラウンドゴルフ親善大会※

〔期川〕令和3 年1 川24 日(日)

3. ペタンク親善大会※

〔期川〕令和3 年2 川13 日(ll)

４.ゲートボール親善大会※

〔押川 〕令和3 年3 川13 日(ll)

※2～4 の会場はいずれも弘前克雪トレーニングセン

ターとなります。

詳細は今後順次決定され、申し込み方法等は｢広報

ひろさき｣および肖会ホームページにも掲･阪ｐ定で

す。詳細については、弘前巾社会福祉協議会地域福祉

課までお問い合わせください。

◆お問い合わせ先　地域柵祉課　TEL.33 －1161

ｌ　　　令如年9川5日

■117Fi 碑ｍ 聶;り 副りij

ふれあ叡1り唖廊 冊スボ１ツ脛夢索 合

鵬 逗型唸 叉囃丿徊ｉ 自知j

幽幽 片継|資ａ 嗜釧 羅喫泊
き鮮t浹 か九くA｡,ピン訪恥 幼澄 雄｡t
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